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□イタリア北部ジェノバ

高速道路高架橋の崩落事故

→保守点検が不充分

→構造耐力上欠陥・・・・・強度不足部の補強

□福岡市内外壁等落下事故

→H29年1月以降、20件に及ぶ（木造、鉄骨造、鉄筋コンクリート造）

○落下物 ― 外壁材、軒裏モルタル、バルコニー手すり壁、屋外看板、梁型の一部、タイル

○用途 ― 店舗、共同住宅、事務所、長屋、専用住宅

→人命に係わる大事故となる恐れあり

→経年劣化が原因と考えられ、点検・補修などの適切な維持管理が不可欠



□定期報告制度（建築基準法 H28.6月1日改正）

― 建築物の健康診断 ―

→不特定多数の利用の建築物

○災害・地震などの災害による危険の回避

○老朽化による外壁の落下の危険の防止

→定期的に専門の技術者が調査を行い、結果を特定行政庁（県、福岡市、北九州市、久留米市、

大牟田市）へ報告業務

→対象外の建築物

○店舗 地階又は3階以上の階 A≦100㎡

（A：床面積） 2階のA＜500㎡

地階又は3階以上の階にあり、かつ、A≦1,000㎡

○共同住宅 4階以下

○飲食店 地階又は3階以上の階 A≦100㎡

2階のA＜500㎡

A ＜3,000 ㎡
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□修繕項目別修繕周期

○外壁塗装等

①コンクリート ― 補修 ― 12年→18年
②外壁塗装 塗替 ― 12年→18年

除去・塗装 ― 36年
③軒天塗装 塗替 ― 12年→18年

除去・塗装 ― 36年
④タイル張補修 ― 補修 ― 12年→18年
⑤シーリング ― 打替 ― 12年

○建具・金物等

①建具関係 点検・調査 ― 12年
取替 ― 36年

②手すり ― 取替 ― 36年
③屋外鉄骨階段 補修 ― 12年

取替 ― 36年
④金物類（集合郵便受等） ― 取替 ― 24年
⑤金物類（メータボックス扉等） ― 取替 ― 36年

○消防用設備

①屋内消火栓設備 ― 取替 ― 25年
②自動火災報知設備 ― 取替 ― 20年
③連結送水管設備 ― 取替 ― 25年

○昇降機設備

①昇降機 補修 ― 12年
取替 ― 30年

○立体駐車場設備

①自走式駐車場 補修 ― 10年
建替 ― 30年

②機械式駐車場 補修 ― 5年
取替 ― 20年

― フロー型消費社会からストック型社会への転換が急務 ―

「いいものをつくって、きちんと手入れして、長く大切に使う」
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□鉄筋コンクリート造建築物の劣化現象

○中性化 ― コンクリート中の水酸化カルシウムが、空気中の炭酸ガスの作用により、徐々に炭酸カル

シウムに変化し、アルカリ性が失われる現象。鉄筋腐食の原因となる。

○鉄筋腐食 ― コンクリートの中性化に、ひび割れ、塩化物イオンなどによって鉄筋が錆びて膨張し、

コンクリートにひび割れ・剥落等を生じさせる現象。

○ひび割れ ― コンクリートが引張力を受け、亀裂を生じて一体性を失う破損現象。鉄筋腐食の原因に

なるとともに鉄筋腐食によっても生じる。

○漏水 ― 屋上、外壁および室内の水回り部分で、コンクリートのひび割れ・隙間から水が漏出する現象。

○強度劣化 ― 低品質材料の使用、使用環境、熱作用、化学作用などによってコンクリートの強度が低下

する現象。当初から不足している場合が多い。

○大たわみ ― 水平部材（梁・床）が曲げ変形を起こして、大きく撓む現象（構造クリープ）。設計上、部材

の断面寸法が不足していたり、施工時に配筋が偏ったため生じる。

○凍害 ― コンクリート中の水分が凍結融解を繰り返し、その膨張圧によってひび割れが発生したり、

表層から剥離して、次第に劣化していく現象。

○表面劣化 ― 使用環境、熱作用、化学作用などによってコンクリートの表面にひび割れ、石・タイルや

モルタルの剥離などの劣化が生じる現象。
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鉄筋コンクリート造に生じる劣化現象の分類

強度劣化

ひび割れ

表面劣化

鉄筋腐食

ひび割れ

中性化

鉄筋腐食

過荷重（大たわみ）
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ひび割れ
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タイルのひび割れ
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塗膜の剥れ（浮き）
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モルタルの浮き
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タイルの浮き
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タイルの浮き（はらみ）
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タイルの欠落
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コンクリートモルタルの欠損
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鉄筋爆裂
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エフロレッセンス （コンクリートやモルタルの表面部分に白い生成物が浮き出ること）
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錆汁
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□外壁改修工事の対象

・コンクリート打放し仕上げ外壁

・モルタル塗り仕上げ外壁

・タイル張り仕上げ外壁

・塗り仕上げ外壁

（コンクリート表面を直接仕上げ塗材、塗料で仕上げられたもの）
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樹脂注入工法
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モルタル塗り仕上げ（浮き）
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仕上塗材のアスベスト対策

□外壁仕上塗材に白石綿（クリソタイル）が使用された時期があり、改修時に

飛散漏洩防止対策が不可欠

→仕上塗材 ― セメント、砂、着色顔料などを混合して、砂壁状に吹付けるセメントリシン

又は防水リシンと称される塗材、その後、合成樹脂系のリシンや吹付タイルと

称される複層塗材が開発される。

→吹付け、こて塗り、ローラー塗りなどの施工方法によって、立体的な造形性を持つ模様

に仕上げられるため、塗膜のひび割れや施工時のダレを防止するために、白石綿が

少量添加材として使用。

→H29年3月、厚生労働省「石綿飛散漏洩防止対策徹底マニュアル」を作成。
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